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岡山市において学術・芸術の分野で中堅的存在として活躍している市民を表彰し、今後一層

の研鑽を奨励するため、昭和４９年に制定した岡山市文化奨励賞の令和8年度の受賞者が決定

しましたので、お知らせします。 

 

１ 内 容 

学術部門 西山 康一(にしやま こういち) 氏 

    ＊詳しくは別添資料１をご確認ください。 

芸術部門 角 ひろみ(すみ ひろみ)氏 

    ＊詳しくは別添資料２をご確認ください。 

 

２ 選考経過 

市内の関係方面に候補者の推薦を依頼し、推薦をいただきました。その後、選考委員会での選

考等を経て受賞者を決定しました。 

  

３ 表彰式 

日時：令和8年１１月１7日（火）１5時～１6時 

場所：岡山市役所新庁舎7階 第7-1会議室 

※受賞者には、本賞（賞状及び賞牌）並びに副賞（賞金）を贈ります。 

賞牌は大桐國光(おおぎりくにみつ)氏が制作したブロンズ浮彫です。 

 

 

４ その他  

 受賞者の写真データが必要な場合は、お問い合わせください。 

 

  

令和８年度（第５３回）岡山市文化奨励賞受賞者 

が決定しました 

【問い合わせ先】  
岡⼭市 ⽂化振興課 流尾・上林・⽔⾕ 直通086-803-1054 内線28101 



別添資料 1 

令和 8 年度（第 53 回）岡山市文化奨励賞 

学  術  部  門 

 

西山 康一 (日本近代文学) 

年  齢：57 歳 

住  所：岡山市北区表町 

 

■表彰理由 

西山氏は、岡山大学学術研究院社会文化学学域准教授として、日本近代文学の研究と学生の教育

指導に取り組んでいる。 

岡山県内においては、倉敷市出身の詩人薄田泣菫の文庫調査研究プロジェクトチームの一員とし

て旧蔵資料の調査研究に当たった。作品の読解的研究と原稿等の資料研究を接続・統合させた研究

手法は、岡山や地域に眠る原稿等の現物資料が発掘される可能性を秘めており、文学研究における

将来性が期待されている。 

岡山市のユネスコ創造都市ネットワーク文学分野での加盟に当たっては、専門家や市民で構成す

る推進力となる「文学によるまちづくり部会」の委員として、おかやま文学フェスティバルをはじ

めとした市民による活動を後押ししている。 

文学の振興のための講演活動をはじめ、留学生や高校生の活動や発表の機会を設けるなど、後進

の指導と人材育成にも取り組んでおり、今後とも地域社会への貢献が期待される。 

 

＜略歴＞ 

平成 5 年 3 月 慶応義塾大学文学部文学科国文学専攻卒業  

平成 5 年 4 月 慶応義塾大学大学院文学研究科国文学専攻前期博士課程（修士課程）入学 

平成 8 年 3 月 慶応義塾大学大学院文学研究科国文学専攻前期博士課程（修士課程）修了 

平成 8 年 4 月～9 年 3 月  慶応義塾大学大学院文学研究科国文学専攻研究生 

平成 9 年 4 月   慶応義塾大学大学院文学研究科国文学専攻後期博士課程入学 

平成 15 年 3 月 慶応義塾大学大学院文学研究科国文学専攻後期博士課程単位取得退学 

平成 9 年 4 月～13 年 3 月  青山学院高等部国語科非常勤講師 

平成 17 年 4 月～18 年 9 月 中央学院大学商学部非常勤講師 

平成 18 年 10 月 岡山大学大学院社会文化科学研究科准教授 

        (後に岡山大学学術研究院社会文化学学域准教授に名称変更) 

平成 31 年 3 月 倉敷市・薄田泣菫文庫調査研究プロジェクトチーム編『薄田泣菫読本』 

(翰林書房)出版（共著） 

令和 8 年 2 月   著書『芥川龍之介の〈他者〉表象一〈歴史〉・〈異性と異国〉・〈狂気〉一』 

(翰林書房)出版 

令和 8 年 4 月   論文博士として博士学位取得 

 

 



別添資料 2 

令和 8 年度（第 53 回）岡山市文化奨励賞 

芸  術  部  門 

 

角 ひろみ (舞台芸術)  

年  齢：52 歳 

住  所：岡山市北区平野 

 

■表彰理由 

角氏は、劇作家、演出家、俳優として多方面にわたる舞台芸術の分野で優れた才能を発揮し、活

動を展開している。独自のリズムと詩的な対話で、日常と生の不条理を巧みに描き出し、現代人の

悲喜劇を紡ぎ出している。 

岡山市が主催している「おかやまアーツフェスティバル」をはじめ、岡山での地域イベントでは、

「ハレノワ」を舞台として、演出やワークショップの講師を積極的に務めるとともに、高校生を対

象にした演劇講座を通して後進の指導にも力を注ぎ、地域文化の発展に貢献している。 

方言を生かした作品では、地方の文化的多様性の重要さを広く伝えるなど、革新性と多方面での

才能は、新たな視点や創造的な物語を生み出す可能性を秘めており、地域社会と演劇界、さらには

他の芸術分野との架け橋となる存在として今後も活躍が期待される。 

 

＜略歴＞ 

平成 5 年 3 月  兵庫県立宝塚北高等学校演劇科卒業 

平成 7 年       関西地区にて芝居屋坂道ストアを旗揚げ、平成 13 年まで活動 

平成 11 年      劇作家協会新人戯曲賞佳作・北海道知事賞受賞 

平成 20 年   岡山市に在住 

平成 20 年   近松門左衛門賞受賞 

平成 26 年   劇作家協会新人戯曲賞受賞 

平成 27 年   岡山芸術文化賞準グランプリ受賞 

令和 2 年～  兵庫県立宝塚北高等学校演劇科戯曲講師 

令和 7 年     福武教育文化賞受賞 

令和８年    岡山芸術文化賞準グランプリ受賞 

 


